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「イノベーション都市・横浜」の実現に向けて 
 

ベンチャー企業成長支援業務の目的と背景 

令和元年５月  
横浜市経済局新産業創造課   

 I n n o v a t i o n  C i t y  Yo k o h a m a  
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（２０００年）２４６万人 

 高齢者人口は２０２５年に１００万人に迫る 

生産年齢人口の減少 
高齢者人口の増加 

１００万人に迫る 

２３３万人 
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持続・成長可能な
社会の実現 

 超高齢化社会の進展 
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				今後の高齢者数 コンゴコウレイシャスウ

																										単位：万人 タンイマンニン

								1980年 ネン		1990年 ネン		2000年 ネン		2010年 ネン		2015年 ネン		2020年 ネン		2025年 ネン		2030年 ネン		2035年 ネン		2040年 ネン

				65歳
以上 サイイジョウ		本市 ホンシ		17.3		27.8		47.7		73.6		87.7		94.1		97.2		102.5		110.2		118.1

						名古屋市 ナゴヤシ		15.9		22.2		33.9		47.2		56.9		60.4		61.8		63.9		67.0		71.3

						大阪市 オオサカシ		24.4		30.6		44.5		59.9		70.1		73.0		72.6		73.5		76.3		81.0

				75歳
以上 サイイジョウ		本市 ホンシ		5.4		10.3		17.5		32.5		41.0		49.7		58.6		61.2		61.3		64.4

						名古屋市 ナゴヤシ		5.0		8.5		13.0		21.5		27.5		32.5		37.7		38.8		38.7		39.7

						大阪市 オオサカシ		7.8		12.0		16.9		27.1		34.0		39.4		44.8		45.3		43.8		44.2

																										資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

						生産年齢人口、子育て世代の人口 セイサンネンレイジンコウコソダセダイジンコウ

										単位：人 タンイニン

								生産年齢人口
（15～64歳） セイサンネンレイジンコウサイ		子育て世代
（30～40歳代） コソダセダイサイダイ		高齢者人口
(75歳以上) コウレイシャジンコウサイイジョウ

						1960年 ネン		953,827		375,710		14,466

						1965年 ネン		1,302,221		520,557		20,460

						1970年 ネン		1,606,628		687,173		28,056

						1975年 ネン		1,823,622		853,750		39,255

						1980年 ネン		1,931,040		951,212		54,387

						1985年 ネン		2,144,889		992,521		74,890

						1990年 ネン		2,373,769		1,001,717		103,327

						1995年 ネン		2,447,608		993,370		131,195

						2000年 ネン		2,463,151		998,460		174,838

						2005年 ネン		2,459,648		1,092,509		243,753

						2010年 ネン		2,458,134		1,156,464		325,403

						2015年 ネン		2,377,409		1,113,114		392,013

						2020年 ネン		2,350,737		1,019,405		497,000

						2025年 ネン		2,332,598		907,763		586,000

						2030年 ネン		2,265,072		868,033		612,000

						2035年 ネン		2,141,930		854,346		613,000

										資料：総務省「国勢調査」、政策局「横浜市将来人口推計」 シリョウソウムショウコクセイチョウサセイサクキョクヨコハマシショウライジンコウスイケイ

						17.3		27.8		47.7		73.6		87.7		94.1		97.2		102.5		110.2		118.1

								生産年齢人口
（15～64歳） セイサンネンレイジンコウサイ		子育て世代
（30～40歳代） コソダセダイサイダイ		高齢者人口
(65歳以上) コウレイシャジンコウサイイジョウ

						1970年 ネン		1,606,628		687,173		100,693

						1980年 ネン		1,931,040		951,212		173,000

						1990年 ネン		2,373,769		1,001,717		278,000

						2000年 ネン		2,463,151		998,460		477,000

						2010年 ネン		2,458,134		1,156,464		736,000

						2020年 ネン		2,350,737		1,019,405		941,000

						2025年 ネン		2,332,598		907,763		972,000

						2030年 ネン		2,265,072		868,033		1,025,000

						2035年 ネン		2,141,930		854,346		1,102,000
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3 （横浜市統計GIS） 

東 京 
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郊外部の人口減少 



政策２ イノベーション創出と戦略的な企業誘致 
 
■政策の目標・方向性 
 ○Ｉ▫ＴＯＰ横浜やＬＩＰ. 横浜などのプラットフォームにより、オープン 
  イノベーションの取組を強化することで、ＩｏＴ、ＡＩ等の最新技術を  
  いかした取組や健康・医療分野の革新的な研究開発を支援し、イノベー   
  ションの持続的な創出を目指します。 
 ○関内地区のリノベーション促進によるオフィス環境の整備など、まちづ 
  くり施策と連動しながら戦略的な企業誘致を進め、市内企業の事業機会 
  や雇用の場の拡大を図ります。 
 ○研究開発拠点、外資系企業、ベンチャー企業などの立地を促進し、京浜 
  臨海部や金沢臨海部「LINKAI横浜金沢」などの産業拠点の活性化を図り 
  ます。 

横浜市中期４か年計画（２０１８→２０２１） 

３８の政策 



 ＩｏＴオープンイノベーションパートナーズ （I・TOP横浜）   
 横浜ライフイノベーションプラットフォーム （ＬＩＰ．横浜） 

中小企業人材育成 
セキュリティ対策 

ライフイノベーションの推進 
健康経営の推進 
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ネットワーク 
 
 
 
 
 
 

交流・連携 
 
 
 
 
 
 

海外展開支援 

特区制度の活用 

イノベーション人材の交流 

参画企業数 
約４００社 

参画企業数 
約230社 

 オープンイノベーションを推進する仕組みの構築 



未来の家プロジェクト 

© NTT DOCOMO, INC. 

6 → 実証実験第三期H31年3月～6月 15社が参画 



将来の地域交通課題の解決を目指した自動運転の実証実験を
目指すプロジェクトです。 

金沢動物園での自動運転バス
試乗イベント（2017.4） 

【第一回】みなとみらい２１地区での自動運転車   
      実証実験（2018.3） 
【第二回】みなとみらい２１地区・関内地区での     
      自動運転車実証実験（2019.2-3） 

Easy Ride（イージーライド） Robot Shuttle（ロボットシャトル） 

自動運転プロジェクト 
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横浜ライフイノベーション・プラットフォーム 

大企業 

金融機関 

中小・ベンチャー企業 

医療機関 

アカデミア 

ネットワーク形成 
プロジェクト創出 

中小・ベンチャー企業支援 
新技術・新製品開発促進 

◆プラットフォームのイメージ 
 

横浜市経済局 
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横浜発のイノベーション支援事例 

◆立位外科手術時の負担軽減のための装着型下肢支持装置 
株式会社ニットー（横浜医療機器ビジネス研究会会員） 

https://youtu.be/XPQPn3udKQ4
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2019年度の新たな取組 

◆みなとみらいWeWork内に健康・医療関連ベンチャー支援
拠点を設置！ 

～「LIP.YOKOHAMA BIBLIO（ビブリオ）」の開設～ 

 
☑ 論文検索や研究開発情報 
 等、オンラインツール活用！ 
 
☑ 専門家への相談！  
 
☑ 医療等研究に関する書籍 
 や雑誌、市場レポート閲覧！ 
 
☑ その他、役立つ支援が受 
 けられます！ 



みなとみらい21地区・新高島駅周辺＜企業誘致＞ 
研究開発拠点等とオープンイノベーション交流スペースの進出 

LG グローバルR&Dセンター 
（2021年7月開業予定） 

  

〔清水建設 賃貸オフィスビル〕 
横浜グランゲート GRANGATE 
（2020年2月しゅん工予定） 
→SONY映像部門が入居予定 

 

資生堂グローバルイノベー 
ションセンター 

（2019年４月稼働） 

京急グループ本社ビル 
（2019年6月しゅん工予定） 

 
  （イメージパースの著作権は、作成元企業に帰属します。） 

日産自動車 
グローバル本社 

富士ゼロックス 
Ｒ＆Ｄスクエア 

〔鹿島建設・住友生命・ 
三井住友海上 

 賃貸オフィスビル〕 
(仮称)横濱ゲートタワープロジェクト 
（2021年3月竣工予定） 

 
 

コーエーテクモ 
ゲームス新本社 

（2020年1月竣工予定） 

村田製作所  
みなとみらい 
イノベーション 
センター 

（2020年9月竣工予定） 
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全就業者（住民）のうち、「研究者・技術者 割合」 

研究者・技術者割合 
  横浜市 東京区部 名古屋市 大阪市 

就業者総数 1,672,220 3,977,290 1,085,130 1,114,640 

研究者・技術者 141,350 251,080 53,040 43,480 

（人） 

（平成27年国勢調査による推計値） 

0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%
7.0%
8.0%
9.0%

横浜市 東京（区部） 名古屋市 大阪市
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エンジニア人
材など 

イノベーターを
数多く輩出 
する土壌 


Graph1
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		大阪市



0.085

0.063

0.049

0.039



Sheet1

		【就業者】 シュウギョウシャ

				全国 ゼンコク						東京都 トウキョウト						神奈川県 カナガワケン

				H22		H27				H22		H27				H22		H27

		就業者総数 シュウギョウシャソウスウ		59,607,700		58,890,810		98.8%		6,007,250		5,858,070		97.5%		4,142,180		4,119,730		99.5%										53040				43480

		情報サービス業（H22ソフトウエア業） ギョウ		1,013,020		1,071,740		105.8%		205,030		272,280		132.8%		165,860		190,490		114.8%

		研究者・技術者数 ケンキュウシャギジュツシャスウ

		【就業者】（住民ベース） シュウギョウシャジュウミン

				全国 ゼンコク						東京区部						川崎市 カワサキシ						横浜市						名古屋市						大阪市

				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27

		就業者総数		61,530,202		58,890,810		95.7%		4,106,960		3,977,290		96.8%		638,870		675,460		105.7%		1,699,880		1,672,220		98.4%		1,086,680		1,085,130		99.9%		1,140,010		1,114,640		97.8%

		研究者・技術者		2,289,072		2,494,000		109.0%		210,580		251,080		119.2%		61,000		70,340		115.3%		140,690		141,350		100.5%		41,300		53,040		128.4%		39,460		43,480		110.2%

		割合 ワリアイ		3.7%		4.2%				5.1%		6.3%		↑伸び率１位 ノリツイ		9.5%		10.4%		↑伸び率２位		8.3%		8.5%		↑伸び率３位		3.8%		4.9%				3.5%		3.9%

																										ほとんど伸びていない ノ

		【従業者】（働いている人ベース） ジュウギョウシャハタラヒト

				全国 ゼンコク						東京区部						川崎市 カワサキシ						横浜市						名古屋市						大阪市

				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27				H22		H27

		従業者総数 ジュウギョウシャソウスウ		59,607,700		58,890,810		98.8%		6,644,910		6,494,220		97.7%		511,400		526,970		103.0%		1,422,010		1,396,630		98.2%		1,342,710		1,317,890		98.2%		1,976,690		1,929,940		97.6%

		研究者・技術者		2,269,550		2,494,000		109.9%		504,070		571,390		113.4%		51,520		58,580		113.7%		94,220		96,780		102.7%		62,700		70,130		111.9%		108,790		115,470		106.1%

				3.8%		4.2%				7.6%		8.8%		↑伸び率１位		10.1%		11.1%		↑伸び率２位		6.6%		6.9%		↑伸び率３位		4.7%		5.3%				5.5%		6.0%

																										ほとんど伸びていない ノ
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				横浜市 ヨコハマシ		東京（区部） トウキョウクブ		名古屋市 ナゴヤシ		大阪市 オオサカシ

				8.5%		6.3%		4.9%		3.9%
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ベンチャー企業にマッチする街「関内」 
 横浜開港以来の歴史を感じられる街並み 

 海・港が望めるロケーション 

オフィス賃料が 
リーズナブル！ 飲食店が充実！ 
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（株式会社アペルザ） 

（株式会社トライフ） 

（アトラシアン株式会社） 

←関内駅 
横浜スタジアム 

日本大通駅 

馬車道駅 



関内地区における新たな街づくりの動き 
まちづくりのフックとなる大規模開発 



 

市庁舎の移転（平成32年6月末予定） 
を契機として、現市庁舎街区等の公有地
の有効活用。周辺ビルなどで企業進出の
受け皿創出。 

ⒸYDB 

現横浜市現市庁舎街区等活用事業 
 

■ 土地利用の基本的な考え方 
 

・国際的な産学連携 
・観光・集客 

・都心臨海部各地区の連携と回遊性の強化 

・横浜らしい街並み景観の誘導 

審査 

公募開始 

平成３０年度    平成３１年度   平成３２年度 

公募準備 

市庁舎
移転 

公募スケジュール 

31年1月 31年7月 9月頃 



資生堂グローバルイノベーションセンター 2019年4月 
京急グループ本社ビル 2019年6月 
京セラ みなとみらいリサーチセンター（仮称） 2019年6月 
コーエーテクモゲームス新本社 2020年1月 
清水建設 賃貸オフィスビル 
横浜グランゲート GRANGATE 2020年2月 

今後の立地計画 【みなとみらい】 （施設名、竣工・開業予定） 

研究開発拠点が続々と立地 
エンジニア、新規事業担当者な
どイノベーション人材が集結 

みなとみらいエリア 

海や歴史が感じられる独自の
魅力をもつビジネスエリア 
（ベンチャー進出の土壌） 

関内エリア 

現市庁舎街区活用事業 公募中 
関東学院大学 新キャンパス 2022年4月  

横浜市 ベンチャー企業成長拠点 2019年度中 

掲載企業は、過去１０年程度～ 
今後予定の主な立地企業 
 （本社・R&D、ベンチャー企業等） 

今後の立地計画 【関内（※）】 （施設名、開業予定） 

←横浜駅 

新高島駅 

みなとみらい駅 馬車道駅 

日本大通駅 

関内駅 

桜木町駅 

※関内駅周辺地区を含む 

パシフィコ横浜 

村田製作所みなとみらいイノベーションセンター 2020年9月 

鹿島建設・住友生命・三井住友海上 賃貸ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ 
(仮称)横濱ゲートタワープロジェクト 2021年3月 

ＬＧグローバルR&Dセンター 2021年7月 
神奈川大学 みなとみらいキャンパス 2021年4月 

イノベーションの担い手（イノベーター）の集積 
みなとみらいと関内～大企業とベンチャーが集まるイノベーション・エリア 
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 イノベーションが次々と生まれる環境 
 エンジニア、起業家、企業の新事業担当者、学生など企業
規模、業種を問わず、イノベーティブな人々が集まり、 
 組織の枠を超え、新たなビジネスが生まれる街 

「課題先進国 日本から世界へ、 
イノベーションが生まれる横浜」 

まちぐるみでイノベーターを応援！ 

横浜のイノベーション・ 
エコシステム（生態系）へ！ 

（出展）ワークデザインラボ 



鉄橋 ビール 洋楽器 
牛乳 ガス灯 電信 
パン  水道 石鹸 
理容店 公園 カフェ  
テニス 洋裁 マッチ 
鉄道 野球 アイスクリーム 
競馬 スケート 

 横浜らしさ        
 歴史と海、オープンな市民性・・・ 

“イノベーション”の発信地となり得るまち 
 
 
 
 



 
 
  
  

 イノベーターどうし交流の機会づくり 
 
 横浜ガジェットまつり 
  ロボット、VR、ドローン・・・エンジニア、会社員、 
  ベンチャー、学生、こどもなど交流の場。 
       

 
 
 
 
 
 
 
 

  
     
 
 
 
   
  

先行的取組 
           
 
 

２日間３会場 
延4,000人が 

来場 
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 イノベーターどうし交流の機会づくり 
 

 サラリーマンイノベーターのつどい 
 横浜在住、在勤の新規事業担当者、開発担当者など多様な職種による交流。 
 
 
 
 
 
 
   
 

 TECH BY THE SEA 
  関内で、大企業とベンチャー連携をテーマ 
  に開催（Slush Tokyoと連携）。 
 

     
 
 
 
   
  

21 

先行的取組 
           
 
 

製造業からサービス業まで 
・・東京や県内からも 
仕事帰りに多数参加 

みなとみらいのＲ＆Ｄや、関内ﾍﾞﾝﾁｬｰのﾄｰｸｾｯｼｮﾝ 
→大企業×関内ﾍﾞﾝﾁｬｰのコラボレーションも実現 



 
 
  
  

 林市長による「イノベーション都市・横浜」宣言 
 平成31年１月7日 ＠ 関内 
   
  林市長が 

「イノベーション都市 横浜」を宣言 

エンジニア・起業家等 
250名以上の 
イノベーターが 
集まりました 

22 



産官学金のネットワーク 

グローバルイノベーション拠点の形成 
～課題先進都市 新ビジネスが生まれる横浜～ 

オープンイノベーション推進システム 

I・TOP横浜 
～IoT,AI～ 

LIP.横浜 
～ライフイノベーション～ 

社
会
課
題
の
解
決 

中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出 

ものづくり企業 
IT事業者の集積 

先端研究機関 
関連企業の立地 

イノベーションの担い手となる人・企業が生まれ、育ち、集まる仕掛け 

イノベーターのコミュニティ形成 ベンチャー成長支援・集積促進 

○みなとみらい等の大企業R＆D拠点・ 
 フューチャーセンターと連携 
○エンジニア・新事業担当者の学びの場 
○社会課題との接点 
○来街者への発信・ショールーム機能 
○市内リビングラボとの対話 
○次世代の育成・取り込み 

○市内のコワーキング・インキュベーショ 
 ン施設との連携 
○関内のまちづくりの動きと連動したベン 
 チャー集積・拠点形成とプロモーション 
○大企業のコーポレートアクセラレータ、  
 国内外のアクセラレータと連携したベン  
 チャー成長支援・投資の呼び込み 
○起業家ネットワークの形成 

イノベー
ション・ 
エコシス
テム 

実証実験・データ活用推進 健康経営・企業間マッチング推進 

未来に向けて持続可能なシステム 



次世代産業創出事業 
 
今後の取組について 

※米国ボストン ケンブリッジ・イノベーション・センター 



次世代産業創出事業 

～ イノベーターの交流コミュニティの形成 ～ 

試す 
 
・ 新たなサービス・ビジネスの実証 
 実験、テストマーケティング 
・ 市民参加型のリビングラボ 
・ まち単位でのアクセラレーション 
 プログラムの実施 

つながる 
 
・ 日常的な交流の場・イベント 
・ 市内外からイノベーターを受け入 
 れ・つなぐコーディネート機能 

・ 情報一元化のITツール・アプリ     
   

知る・学ぶ 
 
・ イノベーターが成長し、ビジネスを  
 育てるプログラム 
・社会課題を掲げる現場のニーズ 
 等の把握 
・ 次世代人材の育成 

発信する 
 

・ 観光客、市民の方々へプロダクトの 
 展示・活動紹介 
・ 国内外に広く発信するスタジオ機能 
・ イノベーションを見せるイベント実施 
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ベンチャー企業成長支援事業＜今回公募事業＞ 

経済局予算概要より 

事業期間：令和元年度から３年度の３か年 
開設；１０月３１日まで 



 
イノベーターのゆるやかなネットワークの 
ハブとなっていくことを目指します 

横浜駅 

京浜 

磯子・
金沢 

新横浜 

港北
NT 

内陸
南部 

MM 

内陸
北部 

市外・海外 

ネットワーク・ハブ 
 
・人材 
・企業・団体 
・イノベーション 
 拠点 
・コワーキングスペース 
・学校（学生） 
 

市外・海外 

（事例）Digital NYC 

【バーチャルイメージ】 
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関内 



イノベーション 
エコシステム 

イノベーションシステム形成の 
ハブとなっていくことを目指します 

支援機関 
行政 

ベンチャー企業 
起業家 

大企業 

大学 
教育機関 

投資機関 

研究機関 

2
8 



次世代産業創出支援事業の目標数値 

【令和元年度から３年度の３か年】 
 
 
１ ベンチャー企業等の市内での起業・立地件数 

           120件 
 
 
２ 支援対象となった市内ベンチャー企業等が受ける資本性投資額 

           100億円 



【当事業と連携する取組】 



【当事業と連携する取組】 



  
SDGs未来都市との連携 

 
世界共通の課題であるＳＤＧｓの実現にもつながる新たな価値の創出 

32 

持続可能なビジネス 
の創出 ＝ 

SDGsという共通目標を通じた対話 

社会課題 イノベーション
の担い手 × 



33 経済局予算概要より 

【参考】「イノベーション都市・横浜」魅力発信事業 



ご清聴ありがとうございました。 
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